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鳥取県内の生涯学習講座が満載！

絵・文：紙原 四郎 氏

『切り絵シリーズ』東郷湖羽合臨海公園のアヤメとハナショウブ（湯梨浜町）
色とりどりのハナショウブやアヤメが乱舞する東郷湖羽合臨海公園は春真っ盛り。様々な花が出番を待っています。
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豊かな自然と新鮮な食材があり、ゆったりとした時間の流
れの中で「心の贅沢」を感じることができる鳥取県。そのよ
うな鳥取県に魅力を感じ、転職や定年退職をきっかけとして
移住者が増加中。しかし、長年住み慣れた地を後にして新天
地で生活するにはいろいろな悩みや苦労もあり、新たな暮ら
しに馴染めるかどうか不安を抱えている人も多いと聞きます。

そのような移住者の同好会として発足したのが、鳥取ふる
さとＵＩ（友愛）会（以下「ＵＩ会」）。鳥取の地で「楽しく、
有意義で、快適な生活をする」ことを目的として、平成 21
年１月にＵターンされた現会長の福山さんが発起人となり、
鳥取県東部地域（１市４町）の移住定住者を対象として結成
されました。現在、会員は約 50 世帯、約 100 人。全国各地
から移住した、老若男女、多様多彩な人たちが集まりいろい
ろな活動を行っています。

ＵＩ会の活動は、総会・納涼祭・忘年会などの恒例行事、
歓迎会・ランチ会などの会員交流会、砂丘一斉清掃・上

わ じ

地棚
田水路保全作業などの地域活動への参加、会員の得意分野を
生かしたサークル活動、その他主催・共催事業などたくさん
あります。このような活動を行うことで、会員に交流の場を
提供し、情報交換を行っています。その結果、仲間もできて
スムーズに鳥取に馴染むことができ、安心して生活が送れる
ようになります。「鳥取暮らしの中で日々感じるのは、人との
つながりの大切さ」だと言われる福山さん。ＵＩ会のネット
ワークが移住者の心の支えになっているのは確かなようです。

ＵＩ会が結成されて今年で７年目。活動の幅が一層広がり、
昨年３月には、ママチャリサークルの企画で、「ぶらり自転
車道くだり」という一般公募イベントを開催しました。約 50

人が若桜駅から鳥取駅までの 35km を走行。移住者と地元の
人との交流が芽生えたひと時となりました。今後も多彩なイ
ベント企画や地域活性化のための活動を予定されています。

鳥取の良いところや気になるところを第３者の視点で捉え
ることができるＵＩＪターン者。これまで県外で培ってこられ
た豊富な経験やアイデアをもとに、鳥取県に新風を巻き起こ
し、活力ある地域づくりを共に進めていただける貴重な人材。
そのような人たちで結成されたＵＩ会の今後に期待が集まっ
ています。

山登り、温泉、スキー、野
菜づくりなど楽しんでいます。鳥

取暮らしを楽しむコツやとれたて
野菜もおすそ分け！ＵＩ会で情報

交換と物々交換もしていま
す。（Mさん）

移住してすぐは、地名も言葉もわからず、
とまどうことが多くありましたが、ＵＩ会で得られ
る情報がずいぶん助けになりました。遠慮なく話

ができる出会いもあって、鳥取での生活の支
えとなっています。（Nさん）

移住定住、鳥取は最高！

ぶらり自転車道くだり
若桜から鳥取へ
自然を満喫しながらママチャリで軽快に走行

　　　　　～ 仲間と共に楽しむ鳥取暮らし ～
鳥取ふるさと UI（友愛）会

　鳥取県東部にＵＩＪターンした人たちのネットワークの会である鳥取ふるさとＵＩ（友愛）会。「楽しく、有意
義で、快適な鳥取生活」を目指して活動中。その活動が鳥取県の地方創生につながっていきます。

自由で多彩な活動を展開

会 員 の 声 人口の少ない鳥取では、
やってみたいことに待ち時間

なしでトライできます。鳥取の
自然との豊かな関わりの中で

未知への挑戦ができて楽
しいです。（Yさん）
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「鳥取市移住・交流情報ガーデン」が誕生

ワカメ刈り
　２メートルものワカメがぶらさがったロー
プをクレーン車でつり上げて岸壁にあげ、ハ
サミで刈りとります。カットワカメしか知ら
ない会員はびっくり！

会員宅の畑で恒例の春の行事
　手作りドラム缶の炉を囲んでバーベキュー。
摘みたての山菜てんぷらも絶品！

私は、高知県出身で進学と就職で 35 年
余り大阪で過ごしました。もともと退職後
は田舎で自給自足をしたいという夢があ
りました。鳥取には、若い時から氷ノ
山や大山に何度も登ったことがあ
り、友人もいるし馴染みがありま
したね。山の幸や海の幸もおいし
いし、食べ物にもひかれて早期退
職を契機に鳥取に来ました。

平成 20 年、関金にある鳥
取県立農業大学校の研修課
程に社会人対象の長期コースが新設されたと聞いて、果樹
科で１年間学びました。その後、鳥取県農業農村担い手育
成機構の紹介で、八頭町徳丸にある「はっとうフルーツ観
光園」の空き梨園に新規就農し、今年で７年目になります。

鳥取は、ものづくりが割と簡単にできるんですよね。畑
は貸してもらえるし作業をする時間もある。都会暮らしに
は現金がいりますが、鳥取で必要なものは、現金でなくて
元気だなと。お金は使うとなくなりますが、元気は使うほ
ど増えるんですよ。鳥取には元気が出せる場所がたくさん
あり、鳥取に来てよかったと思っています。

ＵＩ会については、新聞で知りました。こんな会ができ
たんだと思い連絡をすると、「今度、国府の上地で棚田保
全のための水路清掃をするイベントがあるから」と声をか
けてもらい、そこで初めて福山さんと出会いました。それ
から企画部や事務局としてＵＩ会に関わっています。移住
者の多くは新しい場所での新しい暮らしで悩みを抱えてい
ます。移住の機運が高まっている今、移住経験者や地域を
巻き込んだ協力体制が必要で、移住した人が鳥取で心豊か
に生活できるように、しっかりとサポートしていきたいと
思っています。

そして、今後はもっとよそ者の視点から情報発信したり、
鳥取のためにできることをやっていきたいですね。

移住希望者に寄り添った、きめ細かな移住定住の支
援のために鳥取市が設置した、「鳥取市移住・交流情
報ガーデン」が、今年の１月 10 日に鳥取市若桜街道
沿いにオープン。３名の移住定住コンシェルジュが常
駐し、市民生活紹介、現地案内、各種情報提供など移
住者の増加に向けた取り組みと移住された方の鳥取暮
らしを支えています。移住定住の「気軽な相談窓口」「交
流の場所」として利用でき、ＵＩ会も活動の拠点とし
て活用されているそうです。今後、益々ＵＩ会の活動
が深まっていくことでしょう。

私は、もともとは鳥取市出身です。大
阪で 45 年間自営業をしていましたが、
平成 20 年８月、62 歳の時に鳥取に
帰ってきました。その頃、「友愛」
という言葉を聞いて U ターン・I
ターンのことがビビッとき
ましてね。「あ、こんな会
をつくったらおもしろい
な」と、帰る前から考えてい
ました。

鳥取に帰ってきて、家探し
のために市役所の中山間地域振興課（現、地域振興課）に
相談に行き、今住んでいる用瀬の家を紹介してもらってい
る時、担当者にＵＩ会の構想について話すと、「福山さん、
そういうの作ってよ！」という話になってね。U ターン・
I ターンの人が集まり、宣伝もして、平成 21 年にはＵＩ会
を立ちあげました。

18 歳まで育った鳥取の風景は、45 年経っても子どもの
ころを思い出すくらい、山も川も畑も昔の面影がしっかり
と残っていました。私は、ふるさと鳥取を愛しています。
鳥取の自然のすばらしさや田舎で心豊かに暮らせることを
どんどん県外の人に伝えていったら、移住者がもっと増え
るんじゃないかと思っています。都会と田舎の両方を知っ
ていて、その違いを語ることのできるＵＩ会は、大きな存
在価値があるのではないかと思います。

私は、ＵＩ会の活動の他に、地元産の農産物を関西で販
売したり、関西の方を鳥取市に招いて古民家宿泊、農業体
験、観光をしてもらうなど、鳥取と関西をつなぐための「鳥
取おこしの会」や「鳥取あきんど塾」というビジネスサー
クルを立ち上げ活動しています。今後も人と人をつなぎ、
鳥取の地域づくりやＵＩ会の活動へと結びつけていきたい
ですね。

鳥取駅前サンロード
「とっとり『いなばのお袋市』」
　自分たちでつくった農産物や手
工芸品を売ります。おこずかい程
度のプチ商いですが、移住者の仕
事を作る意味でＵＩ会の大事な活
動です。

仲 間 募 集 中！

問合せ先
ＵＩ会事務局　090-8169-6118（中屋）
E メール　hanakuma@jewel.ocn.ne.jp

故郷鳥取に帰ってきて、半年で設立！
田舎と都会の両方を知っているのは価値がある。

鳥取で新規就農
よそ者の視点で鳥取のためにできること

鳥取ふるさとＵＩ（友愛）会

代表　福
ふく

山
やま

　裕
ひろ

正
まさ

 さん

鳥取ふるさとＵＩ（友愛）会

事務局　中
なか

屋
や

 史
ふみ

男
お

 さん

会の趣旨に賛同する方なら
だれでも入会が可能

年会費　3,000 円／１家族
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現地見学：布・プラスチックが再利用されリサイクルされる様子
を見学

食物アレルギー児を持つ親の会 ナチュラル

食物アレルギー自助サークル設立
食物アレルギー児を持つ親の会ナチュラル（以下「ナ

チュラル」）は、県西部を中心に活動する食物アレルギー
児を持つ家族による自助サークルです。ナチュラルがで
きる前は県内にアレルギーサークルや相談窓口などがな
かったため、親は一人で悩みを抱えるしかありませんで
した。他県の患者会に参加したことがきっかけで、自分
の住んでいるまちにも患者会が必要と強く感じ、平成 23
年９月に会を設立し、現在 43 家族が在籍しています。

ナチュラルは、悩みを気軽に話し合える場
日頃の思いや悩みを気軽に話し合える場を提供するこ

とを目的に、毎月１回定例会を開催しています。我が子
のアレルギーについての悩みを身近なママ友などに話を
してもなかなか共感してもらえないこともありますが、
当事者同士であれば気持ちを理解しやすいので、話を聞
いてもらうだけでも心が軽くなります。定例会以外でも
会員専用の SNS を活用し、リアルタイムでやり取りがで
きるようにしています。

子ども同士の絆がめばえた子ども会活動
アレルギーを気にすることなくみんなと同じ活動がし

たいという要望があり、平成 23 年から子ども会活動を始
めました。それまでは、食事に不安があり、クリスマス
会やキャンプなどに参加できなかったのが、ナチュラル
の子ども会活動で初めてみんなと同じケーキを食べるこ
とができたという子どもも多く、活動の幅が広がりまし
た。子どもたちも苦しんでいるのは自分だけではないと
いうことを理解し、今では子ども同士の絆もめばえ、異
年齢で仲良く遊べる理想的な子ども会になっています。

親も子もともに学習をしています
会を立ち上げて驚いたことは、最も身近で子どもを守

る立場である保護者が、正しい知識を有していないこと
でした。

食物アレルギーの分野は近年大きく研究が進んでいま
すが、それとともにいろいろな情報が氾濫しています。
多くの情報の中でどれが正しいかを判断するには知識が
必要です。ナチュラルでは、専門家を招いて保護者を対
象とした学習会や調理実習を開催してきました。これに
より、食物アレルギーに対しての認識が深まり、生活の
質が向上し、以前より楽しく暮らすことができるように
なりました。

また、調布で起きた学校給食の事故を教訓に、子ども
たちにも教育が必要と感じ、子どもを対象とした学習会
等も行っています。今では自ら食品表示を確認したり、
調理方法を身に付けようと積極的に台所でお手伝いをす
るようになりました。

最近、災害時のアレルギー対応に不安があり、学習を
始めました。将来的には啓発活動につなげたいと考えて
います。

前向きにアレルギーと向き合うことが可能に
嬉しいことに今では、学校給食のアレルギー対応が改

善し、地域のイベントでもアレルギーに対する配慮があ
ることが多くなり、とても住みやすいまちになりました。

ナチュラルを立ち上げて一番良かったことは、支え合
う仲間ができたこと。おかげで精神的な負担が軽くなり、
前向きにアレルギーと向き合えるようになりました。

同じ悩みを持つ者同士が集い、気軽に話し合える場を
提供するという基本のスタイルを継続しつつ、これから
は、新たなニーズにも応えられるよう努力していきたい
です。

　　
　　　　　　

市民活動

～食物アレルギーっ子だって美味しく、楽しく、いろんな体験を！～

寄稿：食物アレルギー児を持つ親の会ナチュラル

　代表　 福
ふく

田
た

 美
み

穂
ほ

さん

保護者を対象と
し た 学 習 会 の
ようす

（米子市）

子どもたち対象の調理実習

月に１回の
定例会は、

気軽にお茶を
飲みながらの

会です！

◦連絡先　070–5056–4707（事務局　前田）
　※参加希望の方は電話かメールで問合せいただくかブログで確認をお願いします。

じげブロナチュラル 検索
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